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　加布里干潟では天然のハマグリが漁獲されており，全国的にも貴重な漁場となっている。糸島漁協加布里支所（ハマ
グリ会）では，1998 年度から独自の資源管理（殻長および漁獲制限，漁場の輪採制等）を行っている。そこで，現状
の資源管理手法の効果を資源量調査により検証した。また，単価向上のため関西市場への出荷試験を行い，漁家収入の
安定と向上を図った。資源量調査では，枠取り調査を用い，加布里漁場のハマグリ資源量を推定し，併せて年齢解析を
行った。ハマグリの資源量は，2005 〜 2007 年でそれぞれ 165t（1,874 万個体），283t（1,667 万個体）および 252t（1,952
万個体）と推定され，これまでの資源管理手法により資源量は安定し，１〜５歳以上年級群が生息していることが確認
された。単価向上試験では，関西市場へ出荷することで販売単価を 30％向上させた。今後，更に販売単価を向上させ
るには，販売単価をハマグリ会が設定できる宅配および相対取引を増加させることが重要である。
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ハマグリの漁業管理手法に関する研究

 　現在，国産の天然ハマグリは乱獲や漁場環境の悪化
により激減し，９割以上を輸入品に頼っている1）。漁業・
養殖業生産統計年報によるとハマグリの主産地である熊
本県のハマグリ漁獲量は，1976年に3,226t であったが，
2006年には106t まで減少している。その他の生産地で
も減少傾向にあり「日本の希少な水生生物に関する基礎
資料（1）」では，減少種と評価されている2）。
　このような状況の中で，糸島の加布里干潟では天然の
ハマグリが漁獲されており，全国的にも貴重な漁場と
なっている。
　糸島漁協加布里支所（ハマグリ会）では，1998年度か
ら独自の資源管理（殻長および漁獲制限，漁場の輪採制
等）を行っている（表１）。その様な中，少ない漁獲量
でも安定した漁家収入を得るためには，単価向上を図る
必要がある。そこで，現状の資源管理手法の検証をする
ために，加布里干潟に生息するハマグリの資源量調査お
よび漁獲実態調査を行い，資源管理方針の再検討を行う
とともに単価向上試験を行った。

方　　法

１．資源量調査および漁獲実態調査

　漁場である加布里干潟（図１）において，2005年６月

ａ現所属：株式会社　志摩海洋センター
ｂ現所属：漁業管理課

６日，2006年６月13日，2007年７月２日にハマグリ現存
量調査を実施した。大潮の干潮時に出現した干潟漁場に
おいて100ｍ間隔で45定点を設け，定点毎に無作為に２
カ所の枠（41×31.5cm）を設定し，枠内の貝を底質ご
とすべて取り上げた。採取した資料は，2005年は１×
２mm の目合いのタマネギネットに収容し持ち帰った。
2006年および2007年は，８×８mm の目合いの野菜カゴ
で選別後に持ち帰った。
　採集したハマグリは，すべて計数し，殻長を測定した。
分布密度と漁場面積から現存量を推定した。さらに殻長
組成を佐野3）による MS-Excell を用いた年齢組成推定手
法で解析し，年齢組成を求めた。
　ハマグリの資源管理手法の変遷について取りまとめ
た。また，漁獲実態を把握するため，2003 〜 2007年度
の総漁獲量と延べ出漁日数を調べ，総漁獲量と延べ出漁
日数から CPUE（kg/ 日・人）を求めた。

２．単価向上試験

  単価向上を目的として，2003年から関西市場への予備
的な試験出荷を開始し，2004年から本格的に試験出荷を
行った。また，仕切書から1998年からの総水揚げ量，水
揚げ金額，平均単価を集計し，さらに2003年からは主要
出荷先の割合も調べた。2007年度は主要出荷先毎にサイ
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表１　ハマグリ資源管理指針の変遷

年度 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

組織化 ハマグリ会発
足

資源管理指針 資源管理規則
制定

ハマグリ採取
漁業規則制定 一部改正 一部改正

漁場監視 当番制による
監視

当番制による
監視

漁獲期間

漁獲箇所
漁場を3区に分
け、内1区を1年
間休漁とする

漁場を3区に分
け、内1区を1年
間休漁とする

漁場を3区に
分ける輪採制
を採用

漁獲方法 手堀 手堀 手堀

漁獲制限 無制限 15kg/日・人 15kg/日・人 10kg/日・
人

選別 殻長4cm以上 殻長5cm以上

移植放流 定期的に実施 定期的に実施 定期的に実施 移植放流なし 定期的に実
施

10～４月 10～４月 10～４月 10～４月 10～４月

100個体以上

20個体未満
20～100個体

20～100個体

20～100個体

100個体以上

20個体未満

100個体以上
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１㎡あたりの個体数
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図１　調査地点図

図２　各調査点におけるハマグリ採捕状況

ズ別（殻長：小5.0 〜 5.5cm，中5.5 〜 6.0，大6.0 〜 6.5cm，
特大6.5cm 以上）および月別の単価を調べた。

結　　果

１．資源量調査および漁獲実態調査

　採捕されたハマグリの殻長は，2005 〜 2007年でそれ
ぞ れ5.2 〜 71.2mm（n=484），11.0 〜 67.0mm（n=470）
および11.0 〜 66.0mm（n=531）であった。体重はそれ
ぞれ0.04〜72.2g，0.3〜64.2gおよび0.3〜66.4gであった。
　各調査点で採捕された個体数を1㎡あたりの個体数に
換算し，図２に示した。各年とも漁場北側および河口域

に多く，漁場の南側では少ない傾向であった。漁場面積
で引き延ばして推定した資源量は，2005 〜 2007年でそ
れぞれ165t（1,874万個体），283t（1,667万個体）および
252t（1,952万個体）となった。
　採捕されたハマグリの殻長組成を図３に示した。各年
度における混合正規分布を年齢組成推定手法で解析し，
求めた年齢組成を図４に示した。2005 〜 2007年におけ
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図３　年別の殻長組成

図４　年別の年齢組成

表２　ハマグリ漁獲実態の推移
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2007年7月2日

2005年6月6日

2006年6月13日

年　　　度 2003 2004 2005 2006 2007
部会員数（人） 25 25 23 24 23
総漁獲量(kg) 13,462.0 10,684.8 9,412.5 8,335.0 7,854.0
延べ出漁日数(人・日) 1,347 1,146 983 896 802
CPUE（kg/日・人） 9.99 9.32 9.58 9.30 9.79

る各年齢の平均殻長は，1歳でそれぞれ13.9，19.0および
17.0mm，２歳で31.8，27.4および31.8mm，３歳で34.6，
34.8お よ び40.9mm， ４ 歳 で43.3，45.0お よ び50.7mm， 
５ 歳 で53.3，54.5お よ び56.6mm で あ っ た。2005年 は， 
１歳貝が多く出現した。2006年は，１歳貝が少なかった。
2007年は，１および３歳貝が多く，２歳貝が少なかった。
漁獲サイズである50mm 以上のハマグリの割合（個体数）
は，2005 〜 2007年でそれぞれ16.5，27.4および13.7％で
あった。
   ハマグリ資源管理指針の変遷を表1に示した。1997年
にハマグリ会が発足し，資源管理規則の制定以降，資源
管理規則は年々厳しくなった。採取期間では，1997年は
10 〜４月の７ヶ月であったが2003年以降は11 〜３月の
５ヶ月に短縮された。漁獲制限では，1997年は15kg/ 日・
人であったが2000年以降は，10kg/ 日・人に減少した。
殻長制限は，1997年は４cm 以上であったが1999年以降
は，５cm 以上と大きくなった。
　ハマグリの漁獲実態の推移を表２に示した。採捕者は，
25 〜 23人であった。総漁獲量は，2003年では12,462kg
であったが徐々に減少し，2007年には7,854kg となり
58％減少した。延べ出漁日数は2003年では1,347日であっ
たが総漁獲量と同様に減少し，2007年には802日となり
60％減少した。CPUE（kg/人・日）は，いずれの年も9.3kg/
人・日以上であり，漁獲制限の10kg/ 人・日に近い値で
推移した。

２．単価向上試験

　ハマグリの水揚げ量および水揚げ金額の推移を図５に
示した。水揚げ量は，2000年までは約８t で推移したが
2001年には13.3t に増加し，その後徐々に減少し2007年
は7.4t であった。水揚げ額は，2000年までは800万円台
で推移したが，その後増加し2004年は約1,500万円と最
も大きくなった。その後は減少傾向であり2007年は約
1,000万円であった。
　ハマグリの平均単価の推移を図６に示した。関西市場
へ出荷していなかった2002年までは1,000 〜 1,100円台で
推移したが，関西市場へ試験出荷をした2004年には1,565
円と最も高くなった。その後2006年まで減少したが，
2007年に再び増加し，1,451円となった。
　ハマグリの主要出荷先割合の推移を図７に示した。



－ 32 －

中本・古藤・佐藤・深川・秋本・濵田

100％

80％

60％

40％

20％

0％
2003 2004 2005

年度
2006 2007

相対取引、他
宅配
大阪北部魚市
大阪魚市
京都魚市
福岡魚市

図５　ハマグリの水揚げ量および額の推移

図６　ハマグリの平均単価の推移

図７　ハマグリの主要出荷先割合の推移

　　図８　2007年の主要出荷先のサイズ別および月別の
　　　　　単価

2004年以降の関西市場へ出荷割合は，2006年を除くと
50％を上回り，2006年のみ30％と低くなった。
　2007年の主要出荷先のサイズ別および月別の単価を図
８に示した。福岡県内の相対取引および宅配については，
ハマグリ会がサイズ別に単価を設定しているため，全サ
イズで期間中ほぼ横ばいで推移した。関西市場である大
水京都市場では全サイズで２月の単価が最も高くなっ
た。福岡魚市では小および中サイズで２月に高くなった
が，大サイズでは，ほぼ横ばいとなった。ハマグリ会が

サイズ別に設定した単価を大きく上回ったのは小サイズ
２月の大水京都市場のみであった。

考　　察

  前述したとおりハマグリの資源量は，全国各地の生産
地で減少しているため，種苗放流技術の開発等が行われ
ている4）。その中で加布里干潟のハマグリは，資源管理
のみで資源量を維持している。福岡県の漁業調整規則で
のハマグリの殻長制限は，40mm 以下，禁漁期は６月１
日〜８月31日と規定されているが，ハマグリ部会では殻
長制限は50mm 以下，禁漁期は４月１日〜 10月31日と
より厳しく設定している。本調査による３カ年の推定資
源量には，大きな差は見られずまた，2001年に同様の枠
取り調査で推定された資源量は，182ｔであり（未発表：
深川），本調査と同程度であった。これらのことから現
状の資源管理手法は，十分に機能していると判断された。
この要因として漁場監視による密漁の排除と殻長，漁期
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および漁獲量の制限による産卵親貝と稚貝の保護が考え
られる。ハマグリの産卵期は６月下旬〜９月下旬まで
で，その盛期は８月中旬頃の夏期に１回と報告されてい
る2）5）。また，生物学的最小形は，殻長30 〜 40mm の３
歳からとされている6）7）。３カ年のハマグリの年齢組成
をみると３歳貝の平均殻長は36.8mm となり，過去の知
見と一致する。ハマグリ部会の殻長制限の50mm 以上の
サイズは，４〜５歳貝以上であり（図４），漁獲される
までに少なくとも１回以上は産卵したこととなる。
　採捕場所と殻長の関係は，河口域に多く見られる小型
貝を漁場に分散させる移植放流や漁獲された中から殻長
制限にかかる50mm 未満の個体が再放流されることなど
のため，詳細な検討は行わなかったが河口域で小型のハ
マグリが多く，沖合に出るに従って大型化する傾向は見
られた。
　2005 〜 2007年の推定資源量（重量）に占める総漁獲
量の割合は，それぞれ5.7，2.9および3.1％であり，漁獲
圧は低い。ハマグリ会会員の平均年齢は，60歳以上と高
齢であるが，CPUE（kg/ 人・日）は，各年とも9.3kg/ 人・
日以上であり，漁獲制限の10kg/ 人・日に近い値である。
このことからも漁獲サイズである50mm 以上の個体は，
漁期を通して十分に漁場に生息し，容易に漁獲されてい
ると推察された。水揚げ量を見ると2001年に増加し，そ
の後，年々減少しているが（図５），これは出荷調整等
により出漁日数が減少したことによるものである。　
　関西市場へは， 2004年から本格的に試験出荷を行っ
た。これは，マスコミ等でも取り上げられ，そのために
福岡魚市の単価も一時的に高騰し，2004年の平均単価も
高くなった。2006年の平均単価が低くなった原因は，全
国的に問題となったノロウイルスによるカキの食中毒問
題がハマグリにまで風評被害をもたらしたことによるも
のである。関西市場の単価は，漁期を通じて福岡魚市よ
りも高く，２月に最も高くなる。これは，関西地方で３
月３日のひな祭りにハマグリを食べる風習があり，需要
が増大するためである。関西市場への試験出荷前（1998
〜 2002年）と試験出荷後（2004 〜 2007年）で平均単価
を比較すると試験出荷後の方が約30％増加した。
　今後，平均単価を更に上げるためには，関西市場で単
価の高騰する２月の出荷を増やすこと，ハマグリ部会で

単価設定の出来る宅配や相対取引を増やすことが必要で
ある。そのためには，加布里ブランドのハマグリの PR
を更に推し進め，リピーターを増やすことが重要である
と考えられた。資源管理手法については，資源量が十
分に安定していることから現状の方策が十分機能してい
ると判断したが，漁獲制限については，１日１人あたり
10kg よりも単年度毎の総漁獲量制限にし，需要が大き
く単価が高い時期に漁獲量を増やすことも検討する必要
があると思われる。
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